
(様式第 10)

信大病総第 0082 号

令和３年 10 月５日

厚生労働大臣 殿

開設者名 国立大学法人信州大学長 中村 宗一郎

信州大学医学部附属病院の業務に関する報告について

標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第 1 項及び医療法施行規則（昭和 23

年厚生省令第 50 号）第 9 条の 2 の 2 の第 1 項の規定に基づき、令和 2 年度の業務に関して報告しま

す。

記

1 開設者の住所及び氏名

住 所 〒390-8621 長野県松本市旭３丁目１番１号

氏 名 国立大学法人 信州大学

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。

2 名 称

信州大学医学部附属病院

3 所在の場所

〒390-8621 長野県松本市旭３丁目１番１号

電話(0263) 35－4600

4 診療科名

4-1 標榜する診療科名の区分

1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、が

ん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以

上の診療科名を標榜

(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。

4-2 標榜している診療科名

(1)内科

内科 有

内科と組み合わせた診療科名等

1呼吸器内科 2消化器内科 3循環器内科 4腎臓内科

5神経内科 6血液内科 7内分泌内科 8代謝内科

9感染症内科 10アレルギー疾患内科またはアレルギー科 11リウマチ科

診療実績

呼吸器・感染症・アレルギー内科，脳神経内科，糖尿病・内分泌内科

(注) 1 「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付

けること。

2 「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していな

い診療科がある場合、その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載す

ること。



(2)外科

外科 有

外科と組み合わせた診療科名

1呼吸器外科 2消化器外科 3乳腺外科 4心臓外科

5血管外科 6心臓血管外科 7内分泌外科 8小児外科

診療実績

(注) 1 「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付け

ること。

2 「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外

科」「血管外科」「心臓血管外科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科が

ある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載すること（「心臓血管外科」を標榜し

ている場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支えないこ

と）。

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名

1精神科 2小児科 3整形外科 4脳神経外科 5皮膚科 6泌尿器科 7産婦人科

8産科 9婦人科 10眼科 11耳鼻咽喉科 12放射線科 13放射線診断科

14放射線治療科 15麻酔科 16救急科

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。

(4)歯科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

1小児歯科 2矯正歯科 3口腔外科

歯科の診療体制

(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番

号に〇印を付けること。

2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名

1 移植外科 2 形成外科 3 リハビリテーション科 4 病理診断科

(注) 標榜している診療科名について記入すること。

5 病床数

精 神 感染症 結 核 療 養 一 般 合 計

４０床 床 床 床 ６７７床 ７１７床



6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

職 種 常 勤 非常勤 合 計 職 種 員 数 職 種 員 数

医 師 254人 353人 490.0人 看 護 補 助 者 38人 診療エックス線

技師

0人

歯 科 医 師 5人 26人 19.8人 理 学 療 法 士 17人 臨床

検査

臨床検査技

師

66人

薬 剤 師 25人 21人 46人 作 業 療 法 士 12人 衛生検査技

師

0人

保 健 師 0人 0人 0人 視 能 訓 練 士 8人 そ の 他 0人

助 産 師 68人 1人 68.7人 義 肢 装 具 士 0人 あん摩マッサージ指圧師 0人

看 護 師 719人 12人 726.4人 臨 床 工 学 士 23 人 医療社会事業従

事者

6人

准 看 護 師 1人 0人 1人 栄 養 士 0人 その他の技術員 30人

歯科衛生士 2 人 5人 7人 歯 科 技 工 士 3人 事 務 職 員 174人

管理栄養士 4人 7人 10.7人 診療放射線技師 39人 その他の職員 27人

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。

2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。

3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。

7 専門の医師数

専門医名 人 数 専門医名 人 数

総合内科専門医 53 人 眼 科 専 門 医 11 人

外 科 専 門 医 32 人 耳鼻咽喉科専門医 11 人

精 神 科 専 門 医 10 人 放射線科専門医 21 人

小 児 科 専 門 医 28 人 脳神経外科専門医 6 人

皮 膚 科 専 門 医 11 人 整形外科専門医 23 人

泌尿器科専門医 8 人 麻 酔 科 専 門 医 17 人

産婦人科専門医 10 人 救 急 科 専 門 医 7 人

合 計 248 人

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。

2 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

8 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

管理者名（ 川真田 樹人 ） 任命年月日 令和２年４月１日

平成 26 年４月１日～平成 28 年３月 31 日：医療安全管理室長



9 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

歯 科 等 以 外 歯 科 等 合 計

１日当たり平均入院患者数 521.6 人 15.1 人 536.7 人

１日当たり平均外来患者数 1273.3 人 68.2 人 1341.5 人

１日当たり平均調剤数 956.7 剤

必要医師数 129人

必要歯科医師数 2人

必要薬剤師数 18人

必要（准）看護師数 314人

（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。

2 入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦

日で除した数を記入すること。

3 外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除

した数を記入すること。

4 調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した

数を記入すること。

5 必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。

10 施設の構造設備

施 設 名 床面積 主要構造 設 備 概 要

集中治療室 645 m 2 鉄筋コン

クリート

病 床 数 14 床 心 電 計 有

人工呼吸装置 有 心細動除去装置 有

その他の救急蘇生装置 有 ペースメーカー 有

無菌病室等 ［固定式の場合］ 床面積 313 m 2 病床数 26 床

［移動式の場合］ 台 数 6 台

医 薬 品

情報管理室

［専用室の場合］ 床 積 116 m 2

［共用室の場合］ 共用する室名 服薬指導室

化学検査室 508 m 2 鉄筋コン

クリート

（主な設備）全自動マイクロプレートEIA分析装置

細菌検査室 128 m 2 〃 （主な設備）Anoxomat MarkⅡ（細菌診断装置）

病理検査室 232 m 2 〃 （主な設備）凍結組織切片作製装置

病理解剖室 145 m 2 〃 （主な設備）写真撮影器具

研 究 室 241 m 2 〃 （主な設備）なし

講 義 室 949 m 2 〃 室数 10 室 収容定員 404人

図 書 室 88 m 2 〃 室数 1 室 蔵 書 数 6,500 冊程度

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。

2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。



11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

紹 介 率 92．4％ 逆 紹 介 率 71．2 ％

算

出

根

拠

Ａ：紹 介 患 者 の 数 12125 人

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数 10631 人

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の

数

1661 人

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数 14921 人

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。

2 「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

氏名 所属 委員長

（○を付す）

選定理由 利害関係 委員の要件

該当状況

田内 克典 社会医療法人財

団慈泉会相澤病

院 病院長

○

医療に係る安全

管理に関する

識見を有する者

無 1

高木 洋行
松 本 市 立 病 院

名誉院長

医療に係る安全

管理に関する

識見を有する者

無 1

宗村 和広 信州大学

経法学部 教授

法律に関する

識見を有する者
無 1

土屋 恭子 公益社団法人

長野県看護協会

常務理事

医療を受ける者 無 2

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。

1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）

3. その他

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

委員名簿の公表の有無 有

委員の選定理由の公表の有無 有

公表の方法

信州大学医学部附属病院のウェブページ上で公開している。



1 承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

(注） 1 「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先 進 医 療 の 種 類

神経変性疾患の遺伝子診断

（様式第2）



2 承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人

0人

0人

1人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

(注) 1 「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先 進 医 療 の 種 類

ペメトレキセド静脈内投与及びシスプラチン静脈内投与の併用療法 肺がん（扁平上皮肺がん及び小細胞
肺がんを除き、病理学的見地から完全に切除されたと判断されるものに限る。）

コレステロール塞栓症に対する血液浄化療法

Ｓ－１内服投与並びにパクリタキセル静脈内及び腹腔内投与の併用療法 膵臓がん（遠隔転移しておら
ず、かつ、腹膜転移を伴うものに限る。）

マルチプレックス遺伝子パネル検査 進行再発固形がん(治療法が存在しないもの又は従来の治療法が終
了しているもの若しくは従来の治療法が終了予定のものに限る。)

（様式第2）（様式第2）



3 その他の高度の医療

医療技術名 CTガイド下気管支鏡検査 取扱患者数 7人

当該医療技術の概要

医療技術名 超音波気管支鏡ガイド下針生検 取扱患者数 34人

当該医療技術の概要

医療技術名 膵石に対する体外衝撃波結石破砕術（ESWL） 取扱患者数 14人

当該医療技術の概要

医療技術名 腎移植（生体および献腎） 取扱患者数 4人

当該医療技術の概要

医療技術名 エキシマレーザーを用いた心内リード抜去術 取扱患者数 12人

当該医療技術の概要

医療技術名 キムリア療法 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 Associated liver partition and portal vein ligation for staged hepatectomy（ALPPS) 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 膵・胆管合流異常（先天性胆道拡張症）に対する腹腔鏡下総胆管拡張症手術 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 生体肝移植術 取扱患者数 12人

当該医療技術の概要

医療技術名 脳死肝移植術 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

医療技術名 血液型不適合生体肝移植術 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

難治性白血病に対するCAR-T細胞製剤による治療。子屋内20程度の認定施設でしか実施できない。

根治的肝切除に先行して門脈結紮と肝離断を行い、予定残肝容積の増加を確認した後に根治的な肝切除（ALPPS 2nd）を
行う。

腹腔鏡下にて分流手術（胆のうを含めた胆管切除及び胆道再建）を行う。

末期肝不全患者に対する臓器移植術。

末期肝不全患者に対する臓器移植術。

生体肝移植術のうち，血液型が不一致不適合の生体ドナーから提供された肝臓を移植する技術で，免疫抑制剤にリツキシ
マブを追加し，脾摘を加える。

高度の医療の提供の実績

CTの普及により、胸部X線では発見不可能な淡くて小型の肺病変が増えてきている。X線透視下による気管支鏡検査は困
難であり、CT撮影下に気管支鏡生検を行う検査である。

気管支鏡と超音波が一体となった内視鏡で気管・気管支周辺の病変に対してリアルタイムに針生検を可能とした手技。

慢性膵炎で発症することの多い膵石に対する体外衝撃波を用いて結石を破砕する治療。県内では信州大学医学部附属病
院でのみ可能な治療法。

慢性腎不全患者に対する生体および献腎移植の実施。

ペースメーカーやICDを植え込んだ後、感染症の合併により植え込んだリードを抜去する必要がある場合がある。これまでは
リードの抜去に開心術が必要で患者の負担が大であったが、エキシマレーザーを用いることにより開心術を行うことなくリード
抜去を実施している。

（様式第2）



医療技術名 小児腹腔鏡下肝拡大右葉切除術 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 悪性胸膜中皮腫に対する胸膜切除/肺剝皮術 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 肺癌におけるサルベージ手術 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 ロボット支援鏡視下肺葉切除 取扱患者数 17人

当該医療技術の概要

医療技術名 ロボット支援鏡視下縦隔腫瘍手術 取扱患者数 9人

当該医療技術の概要

医療技術名 小型肺癌に対するRFID技術を用いた術前マーキング法 取扱患者数 11人

当該医療技術の概要

医療技術名 ロボット支援鏡視下肺区域切除 取扱患者数 28人

当該医療技術の概要

医療技術名 ハイブリッド手術室での脊柱側弯症手術 取扱患者数 43人

当該医療技術の概要

医療技術名 頸椎人工椎間板置換術 取扱患者数 3人

当該医療技術の概要

医療技術名 スマート治療室における脳腫瘍手術 取扱患者数 20人

当該医療技術の概要

医療技術名 てんかん外科手術 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

Intuitive 社のda Vinci を用いたロボット支援下の肺癌に対する肺区域切除術。現在保険適用とはなっているが，術者・助手
ともにIntuitive社のSertificateが必要であり，ロボット支援鏡視下肺葉切除と同等、もしくはそれ以上に高度な手術である。

ハイブリッド手術室でロボテックC-ａｒｍにより撮影されたＣｏｎｅ ｂｅａｍ ＣＴ画像で仮想現実を作り出し、術中ＣＴナビゲーショ
ンによる側弯症手術を行う。

頸椎疾患に対する人工関節留置

術中MRIおよび情報統合ミドルウェアを用いた脳腫瘍手術。

難治性てんかんに対する外科手術。

小児肝芽腫に対して、腹腔鏡下で肝拡大右葉切除術を行う。

これまで悪性胸膜中皮腫に対する外科治療は胸膜肺全摘術であり，壁側胸膜・臓側胸膜とともに片肺全摘を行う非常に高
侵襲な手術であった。胸膜切除/肺剝皮術は難易度は高いが，壁側・臓側胸膜切除のみで肺実質を温存する術式であり，
侵襲度が胸膜肺全摘より低く，現在，高度な医療施設において徐々に普及しつつある術式である。

進行肺癌に対する初回治療で，手術適応無しと判断され薬物療法や放射線化学療法が行われた後の経過において，局所
再発等に対し外科的切除の適応と判断した症例に対する根治的治療（サルベージ手術）を行った。薬物療法などの進歩に
伴い，近年その有用性が報告され始めた手術であるが，初回治療の影響により，局所の癒着や硬化が強く，高難度な手術
である。

Intuitive 社のda Vinci を用いたロボット支援下の肺癌に対する肺葉切除術。現在保険適用とはなっているが，術者・助手と
もにIntuitive社のSertificateが必要であり，高度な手術である。

Intuitive 社のda Vinci を用いたロボット支援下の縦隔腫瘍（胸腺上皮性腫瘍や縦隔神経原性腫瘍など）に対する切除術。
現在保険適用とはなっているが，術者・助手ともにIntuitive社のSertificateが必要であり，高度な手術である。

術中に蝕知不可能な小型肺病変に対し，現在CTガイド下のフックワイヤーを用いたVATSマーカー留置を施行しているが，
空気塞栓による脳梗塞のリスクなどがあるとされる。今回，気管支鏡化にICチップを数カ所留置し，術中にプローベを用いて
チップの位置を同定しながら手術を行うRFID（Radiofrequency identification）技術を用いて小型肺癌や転移性肺腫瘍に対し
て切除を施行した。本技術はこれまで数施設のみ，世界でも（当科で1例目実施時）15例程度のみにしか行われていない技
術である。



医療技術名 ロボット支援腹腔鏡下前立腺摘除術 取扱患者数 86人

当該医療技術の概要

医療技術名 人工尿道括約筋埋込術 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

医療技術名 ロボット支援腹腔鏡下腎部分切除術 取扱患者数 24人

当該医療技術の概要

医療技術名 運動誘発電位測定 取扱患者数 18人

当該医療技術の概要

医療技術名 血管奇形に対する硬化療法 取扱患者数 13人

当該医療技術の概要

医療技術名 顔面骨骨切り術 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

医療技術名 リンパ管静脈吻合術 取扱患者数 7人

当該医療技術の概要

医療技術名 自家培養表皮による皮膚移植術 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 マイクロサージャリーによるがん切除後の再建手術 取扱患者数 37人

当該医療技術の概要

医療技術名 持続血液浄化療法 取扱患者数 87人

当該医療技術の概要

医療技術名 体外補助循環① 取扱患者数 30人

当該医療技術の概要

医療技術名 体外補助循環② 取扱患者数 32

当該医療技術の概要

広範囲熱傷および先天性巨大色素性母斑に対して 自家培養表皮による皮膚移植を行う。

悪性腫瘍手術により広範に切除された組織を再建するためにマイクロサージャリーを行う。

腎不全を伴う重症患者に対し，丸1日かけて透析療法を行う。

心不全を伴う重症患者に対するサポート治療。大動脈バルーンパンピングを用いた治療。

心不全，呼吸不全を伴う重症患者に対するサポート治療。PCPS，ECMOを用いた治療。

前立腺癌術後の尿失禁に対する新しいdeviceを使用した手術

daVinciシステムを使用した手術

胸腹部大動脈瘤手術、脊髄・脊椎手術では、術中・術後に脊髄梗塞が生じ、下肢麻痺になることがある。術後の下肢麻痺
を防止するために、術中に運動誘発電位を測定し、脊髄運動路の機能を持続的に評価する。

リンパ管奇形のみならず、動静脈奇形、静脈奇形にも放射線科と連携して硬化療法を施行している。

複雑な先天異常の顔面骨異常に対し、術前３D骨模型を用いた計画のもと、骨切り術を施行している。

リンパ浮腫に対するリンパ管静脈吻合術を保存的療法に加えて施行している。

daVinciシステムを使用した手術



医療技術名 一酸化窒素療法 取扱患者数 13人

当該医療技術の概要

医療技術名 体外補助循環 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 気管支鏡インターベンション 取扱患者数 59

当該医療技術の概要

医療技術名 超音波気管支鏡下針生検（EBUS-TBNA） 取扱患者数 34人

当該医療技術の概要

医療技術名 CTガイド下気管支鏡検査 取扱患者数 7人

当該医療技術の概要

医療技術名 超音波内視鏡下膵嚢胞ドレナージ術 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

医療技術名 経口内視鏡的筋層切開術（POEM） 取扱患者数 7人

当該医療技術の概要

医療技術名 消化管腫瘍に対する腹腔鏡内視鏡合同切除（LECS） 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 内視鏡下咽喉頭手術（ELPS） 取扱患者数 5人

当該医療技術の概要

医療技術名 十二指腸腫瘍に対する浸水下内視鏡的切除（Underwater EMR） 取扱患者数 14人

当該医療技術の概要

医療技術名 マイクロアレイ染色体検査 取扱患者数 36人

当該医療技術の概要

医療技術名 結合織疾患の次世代シークエンス解析 取扱患者数 84人

当該医療技術の概要

内視鏡のみで切除困難な消化管発生の粘膜下腫瘍や十二指腸腫瘍などに対して腹腔鏡と内視鏡両方を用いて安全に腫
瘍を切除できる治療法。

早期の咽頭・喉頭腫瘍に対して、耳鼻科医による喉頭展開下に行う内視鏡的な腫瘍切除術。通常の手術と比較して低侵襲
な治療法。

早期の十二指腸腫瘍に対して、腸管内浸水状況下に内視鏡的に粘膜切除を行う方法。従来の内視鏡的粘膜下層剥離術
（ESD）と比較して安全性が非常に高く腫瘍の切除が可能である。

マイクロアレイを用いて染色体微細構造の変化を解析し、患者DNAにおけるコピー数の変化を解析する

次世代シークエンサーを用い，結合織疾患（マルファン症候群，エーラース・ダンロス症候群等）患者を対象に，54種の遺伝
子を解析している．

心不全，呼吸不全を伴う重症患者に対するサポート治療。インペラを用いた治療。

気道狭窄や気道出血などに対して、気管支鏡的に、バルーンや高周波治療（アルゴンプラズマ凝固法（ＡＰＣ）含む）を用い
た気道の拡張や、腫瘍切除を行う。また気道ステント留置も行っている。

気管・気管支周囲リンパ節などの病変に対して、超音波を用いてリアルタイムに、安全で確実な針生検を行うことができる。

ＣＴにて病変、気管支鏡の位置を確認しつつ検査を行うことで、ＣＴで指摘された病変から確実に組織検査を行うことができ
る。

超音波内視鏡下に経胃的に膵嚢胞を穿刺、ドレナージチューブやステントを留置する。

食道アカラシアに対する内視鏡を用いて筋層切開を行う新しい治療法。

肺高血圧を伴う心臓手術後患者に対する治療。



医療技術名 知的障害の次世代シークエンス解析 取扱患者数 23人

当該医療技術の概要

医療技術名 デスモプレッシン点鼻療法 取扱患者数 5人

当該医療技術の概要

医療技術名 てんかんの次世代シークエンス解析 取扱患者数 15人

当該医療技術の概要

医療技術名 コレステロール塞栓症に対するLDL吸着療法 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

医療技術名 難治性腹水症に対する腹水濾過濃縮再静注法 取扱患者数 22人

当該医療技術の概要

医療技術名 難治性自己免疫疾患に対する血漿交換療法 取扱患者数 25人

当該医療技術の概要

医療技術名 重症肝不全に対する大量置換血液ろ過透析療法 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 炎症性腸疾患に対する顆粒球吸着療法 取扱患者数 4人

当該医療技術の概要

医療技術名 集中治療における持続血液濾過透析とエンドトキシン吸着療法 取扱患者数 56人

当該医療技術の概要

医療技術名 腎移植 取扱患者数 4人

当該医療技術の概要

医療技術名 フローダイバーター（パイプライン、フレッド）留置術 取扱患者数 5人

当該医療技術の概要

炎症性腸疾患に対して活性化白血球を除去する顆粒球吸着療法を行っている。

集中治療室における循環動態の不安定な患者に対して持続血液濾過透析やエンドトキシン吸着療法を行っている。

末期腎不全患者に対し、生体および献腎移植を行っている

大型かつ広頚の脳動脈瘤に対して行う治療法である。コイルを用いないので、動脈瘤の縮小が期待できる。

（注） 1 当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

D4ST欠損を伴うエーラースダンロス症候群患者の巨大皮下血腫に対して，デスモプレッシン点鼻療法を行い，良好な経過
を導き出している．

てんかんの遺伝子解析を行っている

コレステロール塞栓症による末梢循環障害の改善を目的とした血液浄化療法である。
本院では当該治療について先進医療の承認を受けている。

癌腹膜播種や肝硬変などに伴う難治性腹水症に対し、当院では独自の手法による腹水濾過濃縮再静注法（DC-CART)を
行っている。この方法により腹水の全量排液、効率の良い蛋白回収率、低い合併症を実現している。

難治性自己免疫疾患に対し、疾患特性や患者の全身状態を考慮し様々な種類の血漿交換（単純血漿交換、二重膜濾過
血漿交換、血漿吸着療法）を選択し行っている。

重症肝不全に対する体液異常の是正を目的とした大量置換血液ろ過透析療法を行っている。

知的障害患者を対象に，次世代シークエンサーを用いて，知的障害関連の80種の遺伝子解析を行っている．



疾 患 名 患者数 疾 患 名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 6 71 特発性大腿骨頭壊死症 42
2 筋萎縮性側索硬化症 20 72 下垂体性ADH分泌異常症 10
3 脊髄性筋萎縮症 8 73 下垂体性TSH分泌亢進症 1
5 進行性核上性麻痺 7 74 下垂体性PRL分泌亢進症 4
6 パーキンソン病 102 75 クッシング病 5
7 大脳皮質基底核変性症 1 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 29
10 シャルコー･マリ一一トウース病 4 78 下垂体前葉機能低下症 67
11 重症筋無力症 75 79 家族性高コレステロール血症(ホモ接合体) 3
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 69 84 サルコイドーシス 57

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
33 85 特発性間質性肺炎 69

15 封入体筋炎 1 86 肺動脈性肺高血圧症 23
16 クロウ･深瀬症候群 3 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 1
17 多系統萎縮症 13 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 22
18 脊髄小脳変性症（多系統萎縮症を除く｡） 60 89 リンパ脈管筋腫症 5
19 ライソソーム病 10 90 網膜色素変性症 17
21 ミトコンドリア病 4 91 バッド･キアリ症候群 2
22 もやもや病 15 92 特発性門脈圧亢進症 2
23 プリオン病 1 93 原発性胆汁性胆管炎 47
25 進行性多巣性白質脳症 2 94 原発性硬化性胆管炎 9
28 全身性アミロイドーシス 162 95 自己免疫性肝炎 6
30 遠位型ミオパチー 1 96 クローン病 82
34 神経線維腫症 29 97 潰瘍性大腸炎 99
35 天疱瘡 7 98 好酸球性消化管疾患 3
36 表皮水疱症 2 104 コステロ症候群 1
37 膿疱性乾癬(汎発型) 11 106 クリオピリン関連周期熱症候群 1
39 中毒性表皮壊死症 1 107 全身型若年性特発性関節炎 4
40 高安動脈炎 12 109 非典型溶血性尿毒症症候群 1
41 巨細胞性動脈炎 3 113 筋ジストロフィー 6
42 結節性多発動脈炎 11 115 遺伝性周期性四肢麻痺 1
43 顕微鏡的多発血管炎 25 117 脊髄空洞症 4
44 多発血管炎性肉芽腫症 13 118 脊髄髄膜瘤 3
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 10 129 痙攣重積型(二相性)急性脳症 1
46 悪性関節リウマチ 4 130 先天性無痛無汗症 1
47 バージャー病 3 131 アレキサンダー病 1
49 全身性エリテマトーデス 233 141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 1
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 107 143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 1
51 全身性強皮症 73 144 レノックス･カストー症候群 1
52 混合性結合組織病 46 150 環状20番染色体症候群 1
53 シェーグレン症候群 24 151 ラスムッセン脳炎 1

54 成人スチル病 18 154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
2

55 再発性多発軟骨炎 2 158 結節性硬化症 4
56 ベーチェット病 67 160 先天性魚鱗癬 1
57 特発性拡張型心筋症 67 162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む｡） 4
58 肥大型心筋症 27 167 マルフアン症候群 29
60 再生不良性貧血 21 168 エーラス･ダンロス症候群 19
61 自己免疫性溶血性貧血 4 171 ウィルソン病 3
62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 2 172 低ホスファターゼ症 1
63 特発性血小板減少性紫斑病 17 179 ウィリアムズ症候群 1
64 血栓性血小板減少性紫斑病 1 188 多脾症候群 1
65 原発性免疫不全症候群 14 189 無脾症候群 1
66 lgA腎症 23 203 22q11.2欠失症候群 2
67 多発性嚢胞腎 28 207 総動脈幹遺残症 2
68 黄色靭帯骨化症 8 208 修正大血管転位症 4
69 後縦靭帯骨化症 53 209 完全大血管転位症 2
70 広範脊柱管狭窄症 11 210 単心室症 2

4 指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



4 指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾 患 名 患者数 疾 患 名 患者数
211 左心低形成症候群 2
212 三尖弁閉鎖症 4
213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 3
214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 3
215 ファロー四徴症 10
216 両大血管右室起始症 9
217 エプスタイン病 4
218 アルポート症候群 1
220 急速進行性糸球体腎炎 5
221 抗糸球体基底膜腎炎 2
222 一次性ネフローゼ症候群 17
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 2
224 紫斑病性腎炎 4
226 間質性膀胱炎(ハンナ型) 2
227 オスラー病 7
229 肺胞蛋白症(自己免疫性又は先天性) 1
236 偽性副甲状腺機能低下症 1
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 4
254 ポルフィリン症 1
263 脳腱黄色腫症 3
266 家族性地中海熱 6
271 強直性脊椎炎 12
274 骨形成不全症 3
279 巨大静脈奇形(頚部囗腔咽頭びまん性病 1
280 巨大動静脈奇形(頚部顔面又は四肢病変) 1
281 クリツペル･トレノネー･ウェーバー症候群 1
283 後天性赤芽球癆 1
284 ダイアモンド･ブラックファン貧血 1
286 遺伝性鉄芽球性貧血 1
288 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 5
290 非特異性多発性小腸潰瘍症 1
296 胆道閉鎖症 12
297 アラジール症候群 3
300 lgG4関連疾患 14
304 若年発症型両側性感音難聴 1
306 好酸球性副鼻腔炎 37
318 シトリン欠損症 8

327
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも

のに限る。）
1

331 特発性多中心性キャッスルマン病 8

（注） 「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。



5 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・オンライン診療料 ・ハイリスク分娩管理加算

・地域歯科診療支援病院歯科初診料 ・呼吸ケアチーム加算

・歯科外来診療環境体制加算２ ・後発医薬品使用体制加算1

・歯科診療特別対応連携加算 ・病棟薬剤業務実施加算1、2

・特定機能病院入院基本料（一般病棟7対1、精神病棟10対
1）

・データ提出加算2（200床以上）

・超急性期脳卒中加算 ・入退院支援加算１（入院時支援加算含む）

・診療録管理体制加算２ ・精神疾患診療体制加算

・医師事務作業補助体制加算１（３０対１） ・精神科急性期医師配置加算

・急性期看護補助体制加算（２５対１・看護補助者５割未満） ・排尿自立支援加算

・夜間１００対１急性期看護補助体制加算 ・地域医療体制確保加算

・夜間看護体制加算 ・地域歯科診療支援病院入院加算

・看護職員夜間配置加算（１２対１配置加算１） ・救命救急入院料2、3

・療養環境加算 ・特定集中治療室管理料1

・重症者等療養環境特別加算 ・ハイケアユニット入院医療管理料1

・無菌治療室管理加算１・２ ・新生児特定集中治療室管理料１

・緩和ケア診療加算 ・新生児治療回復室入院医療管理料

・精神科身体合併症管理加算 ・小児入院医療管理料2

・精神科リエゾンチーム加算

・摂食障害入院医療管理加算

・栄養サポートチーム加算

・医療安全対策加算１

・感染防止対策加算1（感染防止対策地域連携加算含む）

・抗菌薬適正使用支援加算

・患者サポート体制充実加算

・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

・ハイリスク妊娠管理加算

（様式第2）



6 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・ウイルス疾患指導料
・皮膚悪性腫瘍切除術（悪性黒色腫センチネルリンパ節加

算を算定する場合に限る。）

・心臓ペースメーカー指導管理料の注5に規定する遠隔モ
ニタリング加算

・皮膚移植術（死体）

・糖尿病合併症管理料
・組織拡張器による再建手術（一連につき）（乳房（再建手

術）の場合に限る。）

・がん性疼痛緩和指導管理料 ・処理骨再建加算

・がん患者指導管理料イ、ロ、ハ、ニ
・骨移植術（軟膏移植術を含む。）(同種骨移植（非生体））

（同種骨移植（特殊なものに限る。）））

・外来緩和ケア管理料
・骨移植術（軟膏移植術を含む。）(自家培養軟骨移植術に

限る。）

・移植後患者指導管理料（臓器移植後、造血幹細胞移植
後）

・後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの）

・糖尿病透析予防指導管理料 ・椎間板内酵素注入療法

・小児運動器疾患指導管理料 ・頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る。）

・乳腺炎重症化予防ケア・指導料
・脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及び脳刺激装置交換

術、脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

・婦人科特定疾患治療管理料 ・仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術

・腎代替療法指導管理料
・治療的角膜切除術（エキシマレーザーによるもの（角膜ジ

ストロフィー又は帯状角膜変性に係るものに限る。））

・院内トリアージ実施料
・緑内障手術(緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの

あるもの））

・外来放射線照射診療料 ・緑内障手術（水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術）

・ニコチン依存症管理料
・網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いる

もの）

・療養・就労両立支援指導料（相談支援加算を含む） ・網膜再建術

・ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ）
・人工中耳植込術、人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移

植術及び植込型骨導補聴器交換術

・がん治療連携計画策定料 ・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）

・外来排尿自立指導料
・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含

む。）

・肝炎インターフェロン治療計画料 ・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

・薬剤管理指導料
・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科診療以外

の診療に係るものに限る。）、下顎骨形成術（骨移動を伴う場
合に限る。）（歯科診療以外の診療に係るものに限る。）

・検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料
・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科診療に係

るものに限る。）、下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）
（歯科診療に係るものに限る。）

・医療機器安全管理料１
・乳腺悪性腫瘍手術（乳がんセンチネルリンパ節加算1又は

乳がんセンチネルリンパ節加算2を算定する場合に限る。）

・医療機器安全管理料２
・乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わないもの）及

び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うもの））

・医療機器安全管理料（歯科） ・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

（様式第2）



・精神科退院時共同指導料１
・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用い

る場合）

・精神科退院時共同指導料２
・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術及び胸腔鏡下良性縦隔腫瘍

手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・総合医療管理加算（歯科疾患管理料）
・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除及び肺葉切除又は１

肺葉を超えるもので、内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・歯科治療時医療管理料 ・内視鏡下筋層切開術

・遠隔モニタリング加算（在宅持続陽圧呼吸療法指導管理
料）

・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下
胃・十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるも
の）、小腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術（内視
鏡によるもの）、腎（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、尿
管腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、膀胱腸瘻閉鎖術（内視鏡
によるもの）及び腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

・在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料 ・経皮的冠動脈形成術（特殊ｶﾃｰﾃﾙによるもの）

・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料 ・胸腔鏡下弁形成術及び胸腔鏡下弁置換術

・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する持続血糖測定
器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース測定

・経カテーテル大動脈弁置換術

・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しな
い持続血糖測定器を用いる場合）

・不整脈手術（左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるも
の）に限る。）

・遺伝学的検査 ・磁気ナビゲーション加算

・骨髄微小残存病変変量測定 ・経皮的中隔心筋焼灼術

・BRCA1／2遺伝子検査 ・ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術及びﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術

・がんゲノムプロファイリング検査 ・両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術及び両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術

・先天性代謝異常症検査
・植込型除細動器移植術、植込型除細動器交換術及び経

静脈電極抜去術

・抗ＨＬＡ抗体検査（スクリーニング検査）及び抗ＨＬＡ抗体
（抗体特異性同定検査）

・両室ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器移植術及び両室
ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器交換術

・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判
定）

・大動脈ﾊﾞﾙｰﾝﾊﾟﾝﾋﾟﾝｸﾞ法（IABP法）

・検体検査管理加算（Ⅰ） ・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

・検体検査管理加算（Ⅳ） ・補助人工心臓

・国際標準検査管理加算 ・植込型補助人工心臓（非拍動流型）

・遺伝カウンセリング加算 ・経皮的下肢動脈形成術

・遺伝腫瘍カウンセリング加算 ・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）

・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算
・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するも

の）

・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト ・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術

・胎児心エコー法
・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以

上）を伴うものに限る。）

・ヘッドアップティルト試験 ・体外衝撃波胆石破砕術

・人工膵臓検査 ・腹腔鏡下肝切除術

・皮下連続式グルコース測定 ・生体部分肝移植術

・神経学的検査 ・同種死体肝移植術

・補聴器適合検査 ・体外衝撃波膵石破砕術



・全視野精密網膜電図 ・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術、腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

・ロービジョン検査判断料 ・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

・コンタクトレンズ検査料１ ・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

・小児食物アレルギー負荷検査
・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い

るもの）

・内服・点滴誘発試験
・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる

場合）

・センチネルリンパ節生検（片側） ・同種死体腎移植術

・ＣＴ透視下気管支鏡検査加算 ・生体腎移植術

・精密触覚機能検査 ・膀胱水圧拡張術

・画像診断管理加算１ ・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

・画像診断管理加算２ ・腹腔鏡下小切開膀胱悪性腫瘍手術

・画像診断管理加算３ ・人工尿道括約筋植込・置換術

・ポジトロン断層撮影、ポジトロン断層・コンピューター断層複
合撮影

・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

・CT撮影及びMRI撮影 ・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

・冠動脈ＣＴ撮影加算 ・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。）

・外傷全身ＣＴ加算
・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡

手術用支援機器を用いる場合）

・心臓ＭＲＩ撮影加算
・胃瘻造設術（内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造設術

を含む。）

・乳房ＭＲＩ撮影加算 ・医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術

・小児鎮静下ＭＲＩ撮影加算 ・輸血管理料Ⅰ

・頭部ＭＲＩ撮影加算 ・貯血式自己血輸血管理体制加算

・全身ＭＲＩ撮影加算 ・コーディネート体制充実加算

・抗悪性腫瘍剤処方管理加算 ・自己生体組織接着剤作成術

・外来化学療法加算１
・自己クリオプレシピテート作製術（用手法）及び同種クリオ

プレシピテート作製術

・無菌製剤処理料 ・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

・心大血管疾患ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ） ・胃瘻造設時嚥下機能評価加算

・脳血管疾患等ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ） ・歯周組織再生誘導手術

・運動器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ） ・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

・呼吸器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ） ・麻酔管理料(Ⅰ)

・がん患者リハビリテーション料 ・麻酔管理料（Ⅱ）

・歯科口腔リハビリテーション料２ ・放射線治療専任加算

・リンパ浮腫複合的治療料 ・外来放射線治療加算

・通院・在宅精神療法（児童思春期精神科専門管理加算） ・高ｴﾈﾙｷﾞｰ放射線治療



・通院・在宅精神療法（療養生活環境整備指導加算） ・１回線量増加加算

・精神科作業療法 ・強度変調放射線治療（IMRT)

・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失
調症治療指導管理料に限る。）

・画像誘導放射線治療加算

・医療保護入院等診療料 ・体外照射呼吸性移動対策加算

・静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの） ・定位放射線治療

・エタノールの局所注入（甲状腺に対するもの） ・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

・エタノールの局所注入（副甲状腺に対するもの） ・保険医療機関間の連携による病理診断

・人工腎臓(慢性維持透析を行った場合１）
・保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による

術中迅速病理組織標本作製

・導入期加算２及び腎代替療法実績加算
・保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による

迅速細胞診

・透析液水質確保加算 ・デジタル病理画像による病理診断

・有床義歯修理及び有床義歯内面適合法の歯科技工加算
・顎口腔機能診断料（顎変形症（顎離断等の手術を必要と

するものに限る。）の手術前後における歯科矯正に係るもの）

・慢性維持透析濾過加算 ・病理診断管理加算２

・人工膵臓療法 ・悪性腫瘍病理組織標本加算

・CAD/CAM冠 ・クラウン・ブリッジ維持管理料



7 診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8 病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

(注） 「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

週１回の検討会…6件
1ヶ月に1回の検討会…3件

剖 検 の 状 況 剖検症例数 18 例 ／ 剖検率 6.4 %

・

(注) 1 特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2 「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 等 の 種 類 施 設 基 準 等 の 種 類

・マルチプレックス遺伝子パネル検査 進行再発固形が
ん（切除が困難で進行性のもの又は治療後に再発したも
のであって、原発部位が不明なもの又は治療法が存在し
ないもの、従来の治療法が終了しているもの若しくは従来
の治療法が終了予定のものに限る。）

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

（様式第2）



1 研究費補助等の実績
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補

委
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委 小計 30

重症虚血肢に対する脂肪幹細胞移植と血管内治療のハイブリッド治療の確立 海老澤 聡一朗
血管内治療学講
座（循環器内科）

390,000

先天性無痛症に関連する変異遺伝子によるナトリウムチャネル機能の解明 清澤 研吉 集中治療部 1,300,000

難治性腎疾患における骨髄由来間葉系幹細胞を利用した新規治療法の研究開発 松岡 大輔 小児科 0

小児重症筋無力症の免疫学的病態の解明～新規免疫抑制療法の開発に向けて～ 本林 光雄 小児科 130,000

KRAS変異大腸癌に有効な治療標的分子の解析 北沢 将人 消化器外科 780,000

深層学習を用いた人工知能による超早期爪部メラノーマ診断システムの構築 古賀 弘志 皮膚科 520,000

唾液バイオマーカーは術後せん妄の新たな予測因子となりうるか 福家 愛（志村愛） 心臓血管外科 1,950,000

革新的脳生検術「ボーリングバイオプシー法」の開発 荻原 利浩 脳神経外科 1,040,000

長期ニコチン摂取が及ぼす腎・膀胱の組織学的機能的影響と禁煙効果の解析 永井 崇 泌尿器科学 1,690,000

内耳不動毛ミオシンの挙動、およびその分子輸送機能としなり調節機構の統合的解明 北尻 真一郎 耳鼻いんこう科 1,690,000

細胞接着分子群と細胞増殖シグナル解析に基づいた若年性骨髄単球性白血病治療法の開発 坂下 一夫 小児科 2,210,000

腸内細菌叢メタゲノム解析による閉塞性黄疸に伴う肝再生障害改善療法の開発 清水 明 消化器外科 2,080,000

消化器癌における近赤外光線免疫療法（NIR-PIT）の応用を目指した研究 長屋 匡信 内視鏡センター 1,690,000

治療遺伝子搭載ナノ粒子を用いた小児・AYA世代がんに対する革新的治療法の開発 齋藤 章治 小児科 1,690,000

先天性橈尺骨癒合症の候補遺伝子SMPDL3Aの機能解析 中村 幸男 整形外科 1,040,000

脊柱アライメント不良者の動的バランス評価：一般住民対象スクリーニング法の開発 池上 章太 リハビリテーション部 260,000

新規開発超細径内視鏡と屈曲機能付ガイドシースを用いた末梢肺野小病変の確定診断 安尾 将法
呼吸器・感染症・ア

レルギー内科
1,430,000

4級アミン局所麻酔薬は末梢痛覚神経だけを選択的に遮断できるか 布施谷 仁志 麻酔科蘇生科 780,000

ヒトCYP2J2活性を強力かつ選択的に阻害する医薬品の探索と抗腫瘍効果の解析 山折 大 薬剤部 1,170,000

ネオアンチゲンから展開する膵臓癌に対する複合的免疫療法の開発 柳沢 龍 輸血部 1,300,000

子宮内膜癌におけるPPP2R1A遺伝子変異の意義の検討 布施谷 千穂 産科婦人科 1,560,000

口腔癌頸部リンパ節転移被膜外浸潤進展度分類と進展メカニズムの分子細胞生物学的研究 山田 慎一 特殊歯科・口腔外科 1,820,000

石田 高志 麻酔科蘇生科 1,430,000

伊東 清志 脳神経外科 1,170,000

田中 美幸 小児科 1,170,000

長谷川 麻衣子 手術部 1,040,000

内科（３） 650,000

高野 亨子 遺伝子医療研究センター 1,560,000

上條 祐司 内科（２） 1,300,000

日本学術振興会

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門 補助元又は委託元

日本学術振興会

宮崎 大吾 内科（３） 910,000

加藤 修明

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

分子進化工学的手法を用いたNav1.7阻害薬の開発

高い安全性と優れた骨形性能をもつ世界初新型PEEK頚椎スペーサーの開発

DMD患者iPS細胞由来の心筋細胞を用いた心不全の病態と治療に関する研究

ALアミロイドーシスにおけるプロテアソーム阻害剤感受性決定機構の解明

神経発達症の遺伝学的背景の探索

慢性腎臓病における血清スルファチド異常の臨床的重要性と機序の解明

移植後の水痘帯状疱疹ウイルスに対する免疫再構築を基盤とした感染予防戦略の確立

周術期の免疫活性と術後痛の関連性に関する研究



金 額研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門 補助元又は委託元
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委 小計 33
Myostatinによる未分化間葉系細胞の腱細胞への分化誘導メカニズムの解明 北村 陽 整形外科 1,300,000

手術侵襲による術中脳波変化と術後痛の関連 田中 竜介 麻酔科蘇生科 2,210,000

大動物モデルを用いた膝前十字靭帯再建における高強度縫合糸補強の有用性評価 天正 恵治 整形外科 1,430,000

マクロファージのβ2アドレナリン受容体シグナルを介した周術期鎮痛法の開発 若林 諒 麻酔科蘇生科 910,000

アロプレグナノロンおよびオキシトシンは帝王切開術後遷延性術後痛の発症に影響するか 伊藤 真理子 麻酔科蘇生科 1,950,000

肺癌における発癌や癌の進行への細菌叢の影響 小山 力 呼吸器外科 2,080,000

肺癌の経気腔進展（STAS）における転移機序の解明 江口 隆 呼吸器外科 2,210,000

慢性心筋梗塞に対する自家iPS細胞を用いた新たな心筋再生療法の開発 市村 創 心臓血管外科 1,950,000

移植後拒絶反応におけるNLRP3の役割 五味淵 俊仁 外科（２） 1,430,000

甲状腺ホルモン結合蛋白(CRYM)欠損における肥満及びPPARγ上昇と機序の解明 大久保 洋輔 糖尿病・内分泌代謝内科 1,170,000

肝疾患根治術の為の肝組織の統合的理解と肝再生療法への展開 安川 紘矢 消化器外科 2,340,000

IgG4関連大動脈周囲炎における動脈瘤形成に関与する臨床的，画像的因子の研究 高橋 正明 放射線科 1,430,000

消化器病自己免疫性疾患発症と細胞膜上HLA抗原発現量多様性の解析 山崎 智生 内科（２） 2,080,000

IBD関連腫瘍におけるSATB2発現に関与する分子生物学的メカニズムの探索 岩谷 舞 臨床検査部 650,000

成人ASDのうつ状態合併のリスク 金子 智喜 放射線科 910,000

エーラス・ダンロス症候群における脊椎病変の病態解明・治療法の確立 上原 将志 整形外科 1,040,000

OTOA遺伝子変異による難聴の臨床像と発症メカニズムに関する研究 北野 友裕 耳鼻いんこう科 1,040,000

カーボンナノマテリアル誘導骨芽細胞活性化機序に基づく骨形成促進薬の開発 出田 宏和 整形外科 1,560,000

人工関節インプラントにおける晩期感染症の病態解析 鎌仲 貴之 整形外科 1,430,000

腹腔鏡手術の痛み：モデルラットによる術中術後痛のメカニズム解明と有効鎮痛法の検討 中村 博之 麻酔科蘇生科 2,080,000

思春期特発性側弯症に対する低侵襲矯正固定術のための固定範囲決定手法 大場 悠己 整形外科 1,560,000

近位尿細管特異的PPARα欠損マウスを用いたPPARαの腎保護作用の検討 山田 洋輔 内科（２） 1,430,000

包括的アプローチによる血管型エーラス・ダンロス症候群の分子遺伝学的発症機序の解明 山口 智美 遺伝子医療研究センター 1,690,000

ヒトiPS細胞由来心筋細胞移植後の不整脈抑制方法の開発 小林 秀樹 循環器内科 1,690,000

全身性動脈硬化疾患の発症とその予後における石灰化抑制因子の意義の研究 千田 啓介 循環器内科 130,000

ダーモスコピー画像を用いた皮膚腫瘍スクリーニングシステムの構築 佐野 佑 皮膚科 1,560,000

TRPV1阻害による心筋障害リバースリモデリングと心室性不整脈耐性の検討 吉江 幸司 不整脈治療学講座 1,430,000

互恵的相互依存に着目した医療系協調学習の分析と改善 清水 郁夫 医療安全管理室 910,000

心臓リハビリテーション介入と運動機能改善および医療費削減効果の関係 山本 周平 リハビリテーション部 910,000

Wnt経路を標的とした悪性骨腫瘍の病態解析とスクレロスチンによる治療の臨床応用 岡本 正則 整形外科 1,560,000

四肢の骨格形態・形成に関与するZMAT2遺伝子の機能解析 鈴木 孝子 整形外科 0

ストレスシールディングフリーを実現：新規開発材料による次世代型骨伝導インプラント 滝沢 崇 リハビリテーション部 1,170,000

閉経モデルマウス滑膜内腱の網羅的遺伝子発現解析による狭窄性腱鞘炎の病態解明 岩川 紘子 整形外科 910,000
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補
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補
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補
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補

委

補

委

補
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補

委
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補
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補
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補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委 計 89
(注) 1

2

3

胎児発育不全に対するタダラフィル母体経口投与の有効性・安全性に 関する臨床試
験プラセボ対照ランダム化比較第Ⅱ相多施設共同研究 菊地範彦 産科婦人科 353,304

IL-12発現型がん治療用ウイルスを用いた悪性黒色腫に対する革新的ウイルス免疫療
法開発（AMED） 奥山隆平 皮膚科 83,200,000

がんに対するpiggyBac遺伝子導入新規キメラ抗原受容体（CAR）-T細胞療法開発に関
する国際共同研究（AMED) 齋藤章治 小児科 13,500,000

イメージングデータを用いた皮膚がん診断ソリューション開発（AMED） 奥山隆平 皮膚科 137,735,000

電子カルテ情報活用型多施設症例データベースを利用した 糖尿病に関する臨床情報
収集に関する研究(J-DREAMS) 駒津光久 糖尿病・内分泌内科 300,000

頭頸部腫瘍放射線治療時の口腔カンジダ症に対するオラビR錠の発症予防効果に関する他施設共同介入試験 山田慎一 特殊歯科・口腔外科 0

コルヒチン無効あるいは不耐の家族性地中海熱（FMF）を対象としたトシリズマブの継続
投与試験 岸田大 リウマチ・膠原病内科 605,000

JMMLに対する標準的治療法確立 齋藤章治 小児科 300,300

救急センター・集中治療室に入室した敗血症患者における早期リハビリテーション効果
の検討-多施設共同研究によるNon-Randomized Controlled Trial- 酒井康成 リハビリテーション部 0

小児遺伝性血液疾患を対象とした前方視的研究 齋藤章治 小児科 0

早期爪部悪性黒色腫の診断支援プログラム：臨床性能評価試験プロトコルの作成 皆川茜 皮膚科 4,869,800

中等度腎機能障害を有する2型糖尿病患者に対するメトアナの安全性に関する検討
（AMELIO study） 駒津光久 糖尿病・内分泌内科 0

うっ血性心不全（心性浮腫）患者における五苓散追加投与の浮腫に対する有効性を検
証する研究 [GOREISAN for Heart Failure Trial(GOREISAN-HF Trial)] 桑原宏一郎 循環器内科 0

HPVワクチン接種後に生じた症状に関する診療体制の整備のための研究 池田 修一 難病診療センター 4,970,000

地域のステークホルダーと連携して一貫型支援を行う信州型医療機器開発拠点 杉原 伸宏 学術研究・産学官連携推進機
構 学術研究支援本部

15,000,000

遷延性術後痛における、CGRP-RAMP1系の病態生理学的意義の解明と応用展開 松井 周平 麻酔科蘇生科 1,430,000

腸管外病原性大腸菌small-colony variantにおける病原性因子の発現解析 根岸 達哉 臨床検査部 450,000

変性HDLの生化学的特性の測定値に及ぼす影響の解析 宇佐美 陽子 臨床検査部 480,000

脂肪由来間葉系幹細胞の遺伝子解析を利用した治療メカニズム解明と細胞治療法の改良 神村 豊 内科（２） 1,300,000

複数の遺伝子変異が関与する遺伝性難聴症例の解析 森 健太郎 耳鼻いんこう科 0

下肢静脈エコー検査時の検査ベッドの違いによる患者・検査者満足度について 小原 美歌 臨床検査部 0

下部尿路微小循環障害の実験系確立とTRPチャンネルの微小循環に対する役割の検討 皆川 倫範 泌尿器科 0

交感神経系による免疫系制御を介した重症患者の新たな治療戦略 杉山 由紀 麻酔科蘇生科 0

血管異常と血栓の共通基盤分子を通じた形成外科上の血管病理の解明 細見 謙登 高度救命救急センター 1,300,000

敗血症患者に対する専従理学療法士配置による早期リハビリテーション効果の検討 酒井 康成 リハビリテーション部 780,000

骨肉腫を標的としたエクソソーム様細胞外小胞化ナノマテリアルを応用したDDS開発 傍島 淳 整形外科 2,600,000

「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。

「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は委託元を記入するこ
と。

国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申 請の前年度に行っ
た研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入すること。
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日本学術振興会
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2 論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

論文種別

1 Case Reports

2 Journal Article

3 Journal Article

4 Journal Article

5 Case Reports

Hasegawa A,
Saito S,

Narimatsu S,
et al.

小児科

Mutated GM-CSF-
based CAR-T cells

targeting
CD116/CD131

complexes exhibit
enhanced anti-tumor
effects against acute
myeloid leukaemia

Clin Transl Immunology.
2021 May 6;10(5):e1282.
doi: 10.1002/cti2.1282.

eCollection 2021.

Sugiyama Y,
Aiba K, Arai
N, et al.

麻酔科蘇生科

Successful
Management of a

Patient with
Intraoperative

Bleeding of More
than 80,000 mL and
Usefulness of QTc
Monitoring for

Calcium Correction

Case Rep Anesthesiol.
2021 Apr

15;2021:6635696. doi:
10.1155/2021/6635696.

eCollection 2021.

Tamoxifen resistance
alters sensitivity to
5-fluorouracil in a
subset of estrogen
receptor-positive
breast cancer

PLoS One. 2021 Jun
8;16(6):e0252822. doi:

10.1371/journal.pone.025
2822. eCollection 2021.

Tsukada K,
Usami SI.

耳鼻咽喉科

Vestibular
Preservation After

Cochlear
Implantation Using
the Round Window

Approach

Front Neurol. 2021 Apr
27;12:656592. doi:

10.3389/fneur.2021.65659
2. eCollection 2021.

Hirabayashi
M, Ozawa M,
Kako S, et al.

消化器内科

[Pancreatic
adenocarcinoma:a
case containing a
cyst enclosing a

dilated tubular gland
duct]

Nihon Shokakibyo Gakkai
Zasshi. 2021;118(7):679-

685. doi:
10.11405/nisshoshi.118.6

79.

Watanabe T,
Oba T,

Tanimoto K,
et al.

乳腺・内分泌外科

雑誌名・
出版年月等

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

（様式第3）



6 Journal Article

7 Journal Article

8 Case Reports

9 Journal Article

10 Journal Article

11 Case Reports

Usami Y,
Sugano M,
Uehara T, et

al.

臨床検査部

Cut-off values of
serum IgG4 among
three reagents,
including a novel
IgG4 reagent: a
multicenter study

Sci Rep. 2021 Mar
31;11(1):7280. doi:

10.1038/s41598-021-
86024-5.

Fujii Y,
Ogiwara T,
Yamazaki D,

et al.

脳神経外科

Late malignant
transformation of

anaplastic
meningioma 18 years
after primary surgery:

A case report

J Clin Neurosci. 2021
Apr;86:136-138. doi:

10.1016/j.jocn.2021.01.02
7. Epub 2021 Feb 5.

Yamashita Y,
Joshita S,

Kobayashi H,
et al.

消化器内科

Primary Hepatic
Extranodal Marginal
Zone Lymphoma of
Mucosa-Associated
Lymphoid Tissue in a
Patient with Chronic
Hepatitis B Virus
Infection: Case

Report and Summary
of the Literature

Medicina (Kaunas). 2021
Mar 18;57(3):280. doi:

10.3390/medicina5703028
0.

Wakabayashi
SI, Joshita S,
Kimura K, et

al.

消化器内科

Protocol: Prospective
observational study
investigating the
prevalence and

clinical outcome of
portopulmonary
hypertension in
Japanese patients
with chronic liver

disease

PLoS One. 2021 Apr
1;16(4):e0249435. doi:

10.1371/journal.pone.024
9435. eCollection 2021.

Nakamura K,
Yagyu S,

Hirota S, et
al.

小児科

Autologous antigen-
presenting cells
efficiently expand

piggyBac transposon
CAR-T cells with

predominant memory
phenotype

Mol Ther Methods Clin
Dev. 2021 Mar 23;21:315-

324. doi:
10.1016/j.omtm.2021.03.0
11. eCollection 2021 Jun

11.

Okano S,
Nishizawa H,
Yui J; PTS,

et al.

保健学科

Convergent validity
of a simplified device

and relationship
between blood lactate
and salivary lactate
after a vertical squat
jump in healthy non-

athletes

J Phys Ther Sci. 2021
Mar;33(3):187-193. doi:
10.1589/jpts.33.187.
Epub 2021 Mar 17.



12 Journal Article

13 Journal Article

14 Journal Article

15 Journal Article

16 Journal Article

17 Journal Article

Yoshiyama Y,
Sugiyama Y,
Ishida K, et

al.

麻酔科蘇生科

Plantar incision with
severe muscle injury
can be a cause of

long-lasting
postsurgical pain in

the skin

Life Sci. 2021 Jun
15;275:119389. doi:

10.1016/j.lfs.2021.119389
. Epub 2021 Mar 24.

Kakihara S,
Hirano T,

Imai A, et al.
眼科

Micropulse laser
trabeculoplasty under
maximal tolerable
glaucoma eyedrops:

treatment
effectiveness and
impact of surgical

expertise

Int J Ophthalmol. 2021
Mar 18;14(3):388-392.

doi:
10.18240/ijo.2021.03.09.

eCollection 2021.

Kiniwa Y,
Nakamura K,
Mikoshiba A,

et al.

皮膚科

Usefulness of
monitoring circulating

tumor cells as a
therapeutic biomarker
in melanoma with
BRAF mutation

BMC Cancer. 2021 Mar
17;21(1):287. doi:

10.1186/s12885-021-
08016-y.

Hayashi W,
Yoshida S,
Izumi K, et

al.

保健学科

Genomic
characterisation and
epidemiology of

nosocomial Serratia
marcescens isolates

resistant to
ceftazidime and their
plasmids mediating
rare bla(TEM-61)

J Glob Antimicrob Resist.
2021 Jun;25:124-131. doi:
10.1016/j.jgar.2021.03.01
0. Epub 2021 Mar 21.

Nakazawa H,
Yamaguchi T,
Sakai H, et

al.

血液内科

A novel germline
GATA2 frameshift
mutation with a

premature stop codon
in a family with

congenital sensory
hearing loss and
myelodysplastic

syndrome

Int J Hematol. 2021 Mar
23. doi: 10.1007/s12185-
021-03130-w. Online

ahead of print.

Nakamura K,
Kiniwa Y,

Okuyama R.,
皮膚科

CCL5 production by
fibroblasts through a

local renin-
angiotensin system in
malignant melanoma
affects tumor immune

responses

J Cancer Res Clin Oncol.
2021 Jul;147(7):1993-

2001. doi:
10.1007/s00432-021-

03612-8. Epub 2021 Mar
26.



18 Journal Article

19 Journal Article

20 Letter

21 Case Reports

22 Journal Article

23 Journal Article

Sonehara K,
Tateishi K,
Araki T, et

al.

呼吸器・感染症・アレルギー
内科

Prognostic value of
the geriatric

nutritional risk index
among patients with
previously treated
advanced non-small
cell lung cancer who

subsequently
underwent

immunotherapy

Thorac Cancer. 2021
May;12(9):1366-1372. doi:

10.1111/1759-
7714.13909. Epub 2021

Mar 12.

Kishida D,
Ushiyama S,
Shimojima Y,

et al.

脳神経内科／リウマチ・膠原
病内科

Painless Panniculitis
upon the Treatment

of Clinically
Amyopathic

Dermatomyositis with
Anti-MDA5 Antibody

Intern Med. 2021 Mar 8.
doi:

10.2169/internalmedicine.
6931-20. Online ahead of

print.

Hirabayashi
K, Hoshiyama
K, Imai A, et

al.

眼科

Relationship between
central retinal

sensitivity, thickness,
perfusion density and

visual acuity in
patients with branch
retinal vein occlusion

Acta Ophthalmol. 2021
Mar 14. doi:

10.1111/aos.14841.
Online ahead of print.

Matsuda H,
Minagawa T,
Agatsuma H,

et al.

泌尿器科

Pleural and
pulmonary metastases

from
nonseminomatous
germ cell tumors

successfully managed
by extrapleural
pneumonectomy

IJU Case Rep. 2021 Jan
25;4(2):89-91. doi:
10.1002/iju5.12250.
eCollection 2021 Mar.

Yamada SI,
Koike K,

Isomura ET,
et al.

特殊歯科・口腔外科

The effects of
perioperative oral
management on

perioperative serum
albumin levels in
patients treated
surgically under

general anesthesia: A
multicenter

retrospective analysis
in Japan

Medicine (Baltimore).
2021 Mar

12;100(10):e25119. doi:
10.1097/MD.0000000000

025119.

Yoshie K,
Yamasaki M,
Yokoyama M,

et al.

高度救命救急センター

Prognostic benefits of
prior amiodarone or
β-blocker use

before the onset of
ventricular

arrhythmia with
hemodynamic

collapse

Heart Vessels. 2021 Mar
15. doi: 10.1007/s00380-
021-01821-2. Online

ahead of print.



24 Journal Article

25 Case Reports

26 Case Reports

27 Case Reports

28 Journal Article

29 Journal Article

Ehara T,
Uehara T,
Nakajima T,

et al.

消化器・移植・小児外科学分
野

LGR5 expression is
associated with

prognosis in poorly
differentiated gastric
adenocarcinoma

BMC Cancer. 2021 Mar
6;21(1):228. doi:

10.1186/s12885-021-
07913-6.

Nakajima H,
Maeno K, Ito

T, et al.
乳腺・内分泌外科

The Role of Immune-
Related Adverse

Events in Prognosis
and Efficacy
Prediction for

Patients with Non-
Small Cell Lung

Cancer Treated with
Immunotherapy: A

Retrospective Clinical
Analysis

Concomitant use of
(18)F-FDG PET-CT
SUVmax is useful in
the assessment of

Ki67 labeling index in
core-needle biopsy
specimens of breast

cancer

Sonehara K,
Tateishi K,
Araki T, et

al.

呼吸器・感染症・アレルギー
内科

Successful catheter
ablation of atrial
tachycardia in cor

triatriatum sinister: A
figure-of-8 reentry in

the left atrial
membrane

HeartRhythm Case Rep.
2020 Dec 2;7(2):109-111.

doi:
10.1016/j.hrcr.2020.11.01
3. eCollection 2021 Feb.

包括的がん治療学

CCR4-positive
peripheral T-cell

lymphoma presenting
as eosinophilic
pneumonia and
developing from

prolonged pustular
psoriasis

Gland Surg. 2021
Jan;10(1):1-9. doi:

10.21037/gs-20-485.

Oncology.
2021;99(5):271-279. doi:
10.1159/000511999. Epub

2021 Feb 25.

Okada A,
Kato K,

Shoda M, et
al.

循環器内科

Hayashi H,
Shimizu A,

Motoyama H,
et al.

消化器・移植・小児外科学分
野

Usefulness and
limitation of

indocyanine green
fluorescence for
detection of

peritoneal recurrence
after hepatectomy for

hepatocellular
carcinoma: a case

report

Sekiguchi N,
Komatsu M,
Ichiyama T,

et al.

BMC Surg. 2021 Mar
2;21(1):107. doi:

10.1186/s12893-021-
01111-8.

J Int Med Res. 2021
Feb;49(2):3000605219961

65. doi:
10.1177/03000605219961

65.



30 Journal Article

31 Case Reports

32 Journal Article

33 Journal Article

34 Journal Article

35 Journal Article

Kawamoto M,
Yamada SI,

Gibo T, et al.
特殊歯科・口腔外科

Relationship between
dry mouth and
hypertension

Clin Oral Investig. 2021
Feb 16. doi:

10.1007/s00784-021-
03829-4. Online ahead of

print.

Iwaya M,
Hayashi H,
Nakajima T,

et al.

臨床検査部

Colitis-associated
colorectal

adenocarcinomas
frequently express

claudin 18 isoform 2:
implications for
claudin 18.2

monoclonal antibody
therapy

Histopathology. 2021 Feb
16. doi:

10.1111/his.14358. Online
ahead of print.

Komatsu M,
Watada H,
Kaneko S, et

al.

糖尿病・内分泌代謝内科

Efficacy and safety of
the fixed-ratio

combination of insulin
degludec and

liraglutide by baseline
glycated hemoglobin,
body mass index and

age in Japanese
individuals with type 

2 diabetes: A
subgroup analysis of
two phase III trials

J Diabetes Investig. 2021
Feb 17. doi:

10.1111/jdi.13525. Online
ahead of print.

Sonehara K,
Tateishi K,
Hirabayashi
T, et al.

呼吸器・感染症・アレルギー
内科

A Case of Lung
Adenocarcinoma with
Long-Term Response
after Late-Onset
Pembrolizumab-
Induced Acute

Adrenal Insufficiency

Case Rep Oncol. 2021 Jan
11;14(1):1-7. doi:

10.1159/000508068.
eCollection 2021 Jan-Apr.

Harada M,
Motoki H,
Sakai T, et

al.

循環器内科

Granulocyte colony
stimulating factor-
associated aortitis

evaluated via multiple
imaging modalities
including vascular
echography: a case

report

Eur Heart J Case Rep.
2020 Dec 23;5(2):ytaa503.

doi:
10.1093/ehjcr/ytaa503.
eCollection 2021 Feb.

Sci Rep. 2021 Feb
24;11(1):4488. doi:

10.1038/s41598-021-
83811-y.

Outcomes of a 2-year
treat-and-extend

regimen with
aflibercept for
diabetic macular

edema

眼科

Hirano T,
Toriyama Y,
Takamura Y,

et al.



36 Journal Article

37 Journal Article

38 Journal Article

39 Journal Article

40 Case Reports

41 Journal Article

Kobayashi H,
Tabata H,
Shoin W, et

al.

循環器内科

A case of transient
ventricular pre-

excitation associated
with takotsubo
cardiomyopathy

J Electrocardiol. 2021
Mar-Apr;65:73-75. doi:

10.1016/j.jelectrocard.202
1.01.005. Epub 2021 Jan

21.

Minagawa T,
Oguchi T,
Saitou T, et

al.

泌尿器科

Impact of low-dose
tadalafil on adverse
events after low-

dose-rate
brachytherapy for
prostate cancer: A

bi-center randomized
open-label trial

Int J Urol. 2021
Apr;28(4):432-438. doi:
10.1111/iju.14487. Epub

2021 Feb 7.

Yamamoto S,
Yamaga T,

Kawachi S, et
al.

リハビリテーション部

Cochrane corner:
Positive airway

pressure therapy for
the treatment of

central sleep apnoea
associated with heart

failure

Heart. 2021 Feb
10:heartjnl-2020-317888.
doi: 10.1136/heartjnl-
2020-317888. Online

ahead of print.

Hirano T,
Toriyama Y,
Takamura Y,

et al.

眼科

Treat-and-extend
therapy with
aflibercept for
diabetic macular

edema: a prospective
clinical trial

Jpn J Ophthalmol. 2021
May;65(3):354-362. doi:
10.1007/s10384-021-
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出版年月等

「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

題名

「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌
に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等
と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先
が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能
病院に所属している場合に限る。）

筆頭著者の
特定機能病院における所属

「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上
は、他、またはet al.とする。

発表者氏名



(様式第 4)
高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

1 研修の内容

後期研修

内科学（1）（呼吸器・感染症・アレルギー内科）大学院・専門医コース，呼吸器専門医・感染症

専門医・アレルギー専門医コース，神経内科専門医コース，リウマチ・膠原病内科専門医コー

ス，脳神経内科大学院コース，リウマチ・膠原病内科大学院コース，大学院・研究コース，臨床

コース，一般循環器内科コース，循環器内科サブスペシャリティ取得コース，大学院・研究コー

ス，一般精神医学コース，大学院・研究コース，精神科サブスペシャリティ取得コース，一般皮

膚科コース，大学院・研究コース，皮膚科サブスペシャリティ取得コース，外科コース，一般整

形外科コース，大学院・研究コース，整形外科サブスペシャリティ取得コース，脳神経外科専門

医コース，眼科専門医コース，専門医コース，一般産婦人科医学コース，研究コース，産婦人科

サ ブスペシャリティ取得コース，麻酔科専門医コース その１（卒後臨床研修２年終了後，大学院

・学位取得），麻酔科専門医コース その２（卒後臨床研修２年終了後，大学院・関連病院間連

携），形成外科専門医コース，特殊歯科・口腔外科アドバンストコース

専攻医研修（基本領域）

内科専門研修プログラム，精神科専門研修プログラム，小児科専門研修プログラム，皮膚科専門

研修プログラム，放射線科専門研修プログラム，外科専門研修プログラム，整形外科専門研修プ

ログラム，脳神経外科専門研修プログラム，泌尿器科専門研修プログラム，眼科専門研修プログ

ラム，耳鼻咽喉科専門研修プログラム，産婦人科専門研修プログラム，麻酔科専門研修プログラ

ム，形成外科専門研修プログラム，救急科専門研修プログラム，リハビリテーション科専門研修

プログラム，臨床検査専門研修プログラム，病理専門研修プログラム

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。

2 研修の実績

上記研修を受けた医師数 １６１ 人

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。

3 研修統括者

研修統括者氏名 診 療 科 役 職 等 臨床経験年数 特 記 事 項

花岡 正幸 呼吸器・感染

症 内科

診療科長 ３１ 年

梅村 武司 消化器内科 副診療科長 ２０ 年

上條 祐司 腎臓内科 専門診療科長 ２６ 年

中澤 英之 血液内科 専門診療科長 １９ 年



関島 良樹 脳神経内科 診療科長 ２９ 年

下島 恭弘 リウマチ・膠

原 病内科

リウマチ・膠原

病 内科専門診

療科長

２１ 年

駒津 光久 糖尿病・内分

泌 代謝内科

診療科長 ３４ 年

桑原 宏一郎 循環器内科 診療科長 ２９ 年

鷲塚 伸介 精神科 診療科長 ２６ 年

中沢 洋三 小児科 診療科長 ２４ 年

奥山 隆平 皮膚科 診療科長 ３１ 年

藤永 康成 放射線科 診療科長 ２７ 年

副島 雄二 消化器外科

移植外科

小児外科

診療科長 ３０ 年

瀬戸 達一郎 心臓血管外科 診療科長 ２５ 年

伊藤 研一 乳腺・内分泌

外 科，呼吸

器外科

診療科長 ３２ 年

髙橋 淳 整形外科 診療科長 ２８ 年

堀内 哲吉 脳神経外科 副診療科長 ２９ 年

栗田 浩 特殊歯科・口

腔外科

診療科長 ３３ 年

石塚 修 泌尿器科 診療科長 ３５ 年

村田 敏規 眼科 診療科長 ３３ 年

宇佐美 慎一 耳鼻いんこう科 診療科長 ３９ 年

塩沢 丹里 産科婦人科 診療科長 ３４ 年

川真田 樹人 麻酔科蘇生科 診療科長 ３４ 年

杠 俊介 形成外科 診療科長 ３１ 年

今村 浩 救急科 診療科長 ３３ 年



堀内 博志 リハビリテー

シ ョン科

職付・特定雇用

診 療科長

２８ 年

上原 剛 病理診断科 職付・診療教授 ２３ 年

川真田 樹人 臨床検査部 施設部長・事務

取扱

３４ 年

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により，標榜を行うこととされている 診療

科については，必ず記載すること。

(注) 2 内科について，サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には，すべての

サブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。

(注) 3 外科について，サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には，すべての

サブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。



(様式第 4)

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

4 医師，歯科医師以外の医療従事者等に対する研修

① 医師，歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意）

○ 看護師に対する研修

・研修の主な内容 新人看護師研修，看護師ラダーに基づく研修，吸引研修

・研修の期間・実施回数 4月～翌3月，64回

・研修の参加人数 のべ1684人

○ 放射線障害予防研修
・内容 種類，線量測定，人体への影響，職業被ばくの線量限度等の研修
・研修回数 年1回実施 ・研修の参加人数 604人

○ 医療放射線安全利用の研修
・研修の主な内容 医療被ばくの基本，放射線の正当化，防護の最適化等の研修
・研修の期間・実施回数 年1回実施 ・研修の参加人数 383人

○ MRI安全講習
・研修の主な内容 磁場と電波の影響，吸着事故や火傷の防止，造影剤の副作用等の研修

・研修の期間・実施回数 年1回実施 ・研修の参加人数 316人

○ 臨床工学技師に対する研修

主な研修内容

研修

回数

研修期間 研修参加人数

ECMO 研修 4

2020 年 4 月 24 日/ 5 月 1 日 24

2020 年 10 月 6 日 16

2020 年 11 月 27 日 15

IABP の研修 2

2020 年 8 月 28 日 13

2020 年 10 月 26 日 14

iVAD 研修 3 2020 年 12 月 15・16・17 日 12

人工呼吸器研修 6

2020 年 4 月 13・14 日 12

2020 年 5 月 25・26 日 21

2020 年 10 月 6・16 日 18

NPPV 研修 1 2020 年 5 月 29 日 5



CRRT 研修 3

2020 年 5 月 18・19 日 17

2020 年 6 月 1 日 6

除細動器研修 4

2020 年 6 月 17・24 日/7 月 1 日 50

2021 年 2 月 22 日 12

看護部新規採用

者技術研修

（輸液・シリン

ジポンプ）

2 2020 年 4 月 10・13 日 55

看護部中途採用

者医療機器研修

（輸液・シリン

ジポンプ）

13 随時 26

輸液・シリンジ

ポンプ研修
2 2020 年 8 月 17・18 日 19

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意）

・研修の主な内容 看護管理者研修，新任看護管理者研修

・研修の期間・実施回数 4月～12月 ・14回

・研修の参加人数 のべ223人

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況

・研修の主な内容 新人看護師フィジカルアセスメント

・研修の期間・実施回数 8月～9月，2回

・研修の参加人数 13名

(注) 1 高度の医療に関する研修について，前年度実績を記載すること。

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については，医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき，がん，循環器疾患等の疾患に関し，高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また，日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。



(様式第 5)
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類

計画・現状の別 ２．現状
管理責任者氏名 病院長 川真田 樹人
管理担当者氏名 副病院長（事務担当） 三澤 剛，

総務課長 窪田 修一，経営管理課長 丸山 政紀，
経営推進課長 犬飼 一範，医事課長 古澤 真紀，
医療支援課長 宮尾 勇人

保 管 場 所 管 理 方 法
診療に関
する諸記
録

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ

る
事
項

病院日誌 総務課 電子化されている諸記
録は、電子カルテシス
テムおよび部門システ
ム内で管理している。
紙媒体の諸記録は、診
療録管理室が管理する
記録保管庫で管理して
いる。
また診療録の本院外へ
の持ち出しについては
、「信州大学医学部附
属病院診療録閲覧・貸
出要項」により禁止し
ている。

各科診療日誌 診療録管理室
処方せん
手術記録
看護記録
検査所見記録
エックス線写真
紹介状
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 （高度の医療技術の開
発及び評価の実績）
電子化されている諸記
録は、事務部サーバー
内で管理している。
紙媒体の諸記録は、事
務部の保管庫で管理し
ている。

高度の医療の提供の実績 医事課

高度の医療技術の開発及び評価
の実績

経営管理課

高度の医療の研修の実績 医学部
閲覧実績 総務課
紹介患者に対する医療提供の実
績

医事課

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿

医事課
薬剤部

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
に

掲
げ
る
事
項

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況

医事課

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況

医事課

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況

医療安全管理室

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況

医療安全管理室



保 管 場 所 管 理 方 法

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

院内感染対策のための指針の策
定状況

感染制御室 電子化されている記録

は感染制御室及び医事

課医療安全係のシステ

ム内で管理している。

かつ紙媒体でも学内ル

ールにより５年間保存

している。

院内感染対策のための委員会の
開催状況

感染制御室

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況

感染制御室

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況

感染制御室

医薬品安全管理責任者の配置状
況

薬剤部

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況

薬剤部

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況

薬剤部

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況

薬剤部

医療機器安全管理責任者の配置
状況

総務課

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況

経営管理課

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況

経営管理課

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況

経営管理課



保 管 場 所 管 理 方 法
病院の管理
及び運営に
関する諸記
録

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項

医療安全管理責任者の配置状
況

総務課

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況

総務課

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況

薬剤部

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況

医療安全管理室

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況

医療支援課

医療安全管理部門の設置状況 医事課
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況

総務課

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況

総務課

監査委員会の設置状況 医事課
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況

医療安全管理室

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況

医事課

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況

医事課

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況

大学法人本部

職員研修の実施状況 総務課
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況

総務課

管理者が有する権限に関する
状況

総務課

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況

総務課

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況

総務課

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理方
法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載するこ
と。



(様式第 6)

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

計画・現状の別 １．計画 ２．現状

閲 覧 責 任 者 氏 名 病院長 川真田 樹人

閲 覧 担 当 者 氏 名 副病院長（事務担当） 三澤 剛

総務課長 窪田 修一

経営管理課長 丸山 政紀

経営推進課長 犬飼 一範

医事課長 達家 孝男

医療支援課長 古澤 真紀

閲覧の求めに応じる場所 総務課

閲覧の手続の概要

閲覧希望者より申請があった際には，総務課にて記録を閲覧させている。

(注)既に医療法施行規則第 9 条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病

院は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の

該当する番号に〇印を付けること。

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

前 年 度 の 総 閲 覧 件 数 延 ０ 件

閲 覧 者 別 医 師 延 ０ 件

歯 科 医 師 延 ０ 件

国 延 ０ 件

地 方 公 共 団 体 延 ０ 件

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。



規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置

① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 有

・ 指針の主な内容：

医療安全管理に関する基本的な考え方

医療安全管理のための組織に関する基本的事項

医療安全管理のための職員に対する研修に関する基本方針

医療安全管理の確保を目的とした改善のための方策に関する基本方針

医療事故等発生時の対応に関する基本方針

医療従事者と患者との間の情報の共有に関する基本事項（患者等に対する

当該指針の閲覧に関する基本方針を含む）

患者からの相談への対応に関する基本方針

その他医療安全の推進のために必要な基本方針

② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況

・ 設置の有無（ 有 ）

・ 開催状況：年 12 回

・ 活動の主な内容：

医療事故の防止対策の検討及び推進、並びに再発防止策の提言

医療事故防止のための教育及び研修に関する事項

死亡例及びインシデント事例の報告状況の確認及び指導

医療事故防止マニュアルの改訂

各委員会などへの指導と連携

（輸血療法委員会、病院情報システム管理委員会、臨床工学部会議、医薬

品情報管理室との連絡会議など）

③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 年 15 回

・ 研修の内容（すべて）：

部署医療安全管理者研修：医療安全に関する講義

医療情報管理研修：医療機関における情報管理のあり方について学ぶ講義

医療安全・感染制御室合同職員研修①特定機能病院における医療安全管理

について学ぶ講義

医療安全・感染制御室合同研修②：院内インシデント事例から当院におけ

る患者安全について学ぶ講義

医療従事者向け一次救命処置（BLS）研修：講義と実技

非医療従事者向け一次救命処置（BLS）研修：講義と実技

BLS経験済み医療従事者向け一次救命処置（BLS）研修：講義



急変シミュレーション研修：部署での実践

転倒･転落防止研修：部署でのグループワーク

医療安全推進週間記念講演：ヒューマンエラーの認知科学についての講義

M&Mカンファレンス

新採用者医療安全職員研修：医療安全に関する講義

中途採用者医療安全職員研修：医療安全に関する講義

超音波ガイド下中心静脈穿刺研修：講義と実技

Safety plus研修：e-ラーニングツールを用いた講義

④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況

・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有 ）

・ その他の改善のための方策の主な内容：

院内の関連会議での自院及び他病院の事例の紹介（情報共有）による注意

喚起

各部署での医療安全にかかわる改善・対策プランの作成を部署医療安全管

理者会議で周知徹底

医療安全管理室ニュースによる注意喚起と周知徹底、及び医療安全管理室

ホームページでの周知

医薬品情報管理室や臨床工学部との連携による安全管理の徹底

インシデント報告の中の重要事例について院内ラウンド

現状調査し、必要に応じてワーキンググループを立ち上げ、マニュアルや

ルールを作成する。（画像診断・病理診断報告書確認体制改善ワーキング

グループ）

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置

① 院内感染対策のための指針の策定状況 有

・ 指針の主な内容：
* 医療関連感染対策に関する基本的な考え方
* 感染対策委員会の設置
* 医療関連感染対策に関する職員研修
* 医療関連感染発生時の対応
* 医療関連感染対策ガイドライン
* 患者等に対する当該指針の閲覧及び情報提供と説明に関する基本方針

② 院内感染対策のための委員会の開催状況 年12回

・ 活動の主な内容：
* 抗菌薬使用動向報告
* JANIS検査部門還元情報報告/感染症レポート
* 医療関連感染に関する啓発及び職員研修の企画、実施
* 医療関連感染ガイドライン等の改訂についての審議（感染性リネンの取り扱い、標準予防策
、感染経路別予防策、感染性廃棄物の処理、感染症診察室の使用、リンクスタッフ会に関する申し合
わせ）
* アウトブレイク事象についての対応、報告、職員への周知（MRSA、CPE）
* 職業感染対策（血液・体液曝露、結核接触者健診、ワクチン接種プログラム 等）について
の実施及び報告
* 医療関連感染サーベイランス（デバイス関連、耐性菌、プロセス 等）についての実施及び
報告
* 院内ラウンドの実施及び報告、改善活動報告、コンサルテーション対応
* 感染防止対策地域連携加算に基づく相互チェックの実施及び報告
* 新型コロナウイルス感染症の対応
* その他感染管理に関する事項の検討、審議、決定（J-SIPHEシステムの参加について、CPE検
出環境調査報告）

③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 年 12 回

・ 研修の内容（すべて）：
* 医療関連感染対策に関するオリエンテーション：新規採用者・中途採用者・復帰者
* 新型コロナウイルス感染症（概論編）：全職員、委託業者
* 新型コロナウイルス感染症（日常生活編）：全職員、委託業者
* COVID-19に関連したメンタルヘルス：全職員、委託業者
* いつもと違う冬の感染対策：全職員、委託業者
* 院内で増えてます！針刺し注意報発令中！：全職員、委託業者
* 抗菌薬の〇と×：全職員
* 研修医クルズス「臨床に生かす培養検査」①②：研修医、その他の医師
* 看護部感染管理実践コース：看護師
* 看護部リンクナース研修コース：看護師
* 部署別感染対策研修（手指衛生）：看護師
* 看護補助者対象感染対策研修：看護補助者
* DVD研修：上記研修の未受講者（年２回参加に満たない職員）

④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況

・ 病院における発生状況の報告等の整備 （ 有 ）
・ その他の改善のための方策の主な内容：

* アウトブレイク対応（部署への介入）
* 病棟改修工事に関する感染対策の助言・提言
* 新型コロナウイルス感染症対策本部の活動（ルールや対策等の発信）

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置

① 医薬品安全管理責任者の配置状況 有

② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 年 2 回

・ 研修の主な内容：
１）麻薬・向精神薬・覚醒剤原料の管理・取扱いについて（WEB研修）

2020/10/14～2020/11/13，385名

２）医薬品安全使用のための講習会「医薬品を安全に使用するために～事例から再発防止につなげよ
う～」（WEB研修）

2020/12/28 ～2021/2/8 ，179名

③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況

・ 手順書の作成 （ 有 ）
・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容：

１）医薬品の採用・購入手順に基づいた薬事委員会の開催および適正購入の実施
２）医薬品管理手順に基づいた医薬品の購入および麻薬、向精神薬、毒薬、劇薬、特定生物由来

製品等の適正管理の実施
３）患者に対する安全な医薬品使用のための調剤、交付、過誤防止、薬剤管理指導等の実施
４）医薬品情報の収集および提供の実施
５）保険調剤薬局との連携
など

④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況

・ 医薬品に係る情報の収集の整備 （ 有 ）
・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）：

１）BKウイルス腎症に対するシドフォビル（Cidofovir）治療 （腎臓内科）

・ その他の改善のための方策の主な内容：
１）医薬品安全管理に係る内容の見直しおよび医薬品安全管理のための業務手順書の改訂と院内

への周知徹底
２）医薬品の安全管理に係る必要研修内容の調査・検討と実施
３）医薬品の安全使用のための情報提供方法の工夫

（メールによる全職員への配信、電子カルテ初期画面への掲示、院内向け薬剤部ホームペー
ジへの掲示、各診療科・病棟への書面により通知している。添付文書内容は、添付文書デー
タベースを月に1回更新し、最新の情報を診療端末にて閲覧可能としている。「医薬品医療
機器等安全性情報」については、簡易版を作成し、医療安全管理室ニュースと合わせて配布
及び回覧をしている。また、部署医療安全管理者会議にて冊子を案内・配布している。）

４）医薬品情報室担当者と医療安全管理室担当者による、定期的（月1回）な連絡会議開催
（院内で発生した医薬品に係るインシデントや院内外より入手した医薬品の安全性情報・適
正使用情報について情報交換をし、院内での対応策等について協議し適切な措置を講じる）

５）院内での医薬品副作用報告体制の整備
（電子カルテシステムからの副作用報告を可能とし、周知および薬事委員会、医療安全管理
委員会で報告を行っている。）

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置

① 医療機器安全管理責任者の配置状況 有

② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 年36回

・ 研修の主な内容：
新規機器の導入時の研修
特定機能病院に係る医療機器（人工呼吸器、人工心肺及び補助装置、血液浄化装置、除細動
器、閉鎖式保育器、放射線治療装置、ＣＴエックス線装置、ＭＲＩ装置）の研修
AED等、シリンジポンプ等必要な機器の研修

③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況

・ 医療機器に係る計画の策定 （ 有 ）
・ 機器ごとの保守点検の主な内容：

年１回を基本とした定期点検
消耗品・定期部品交換、動作確認、漏電チェック等

④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集
その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況

・ 医療機器に係る情報の収集の整備 （ 有 ）
・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）：

・ その他の改善のための方策の主な内容：
Webサイトへの掲載
部署リスクマネージャー会議での連絡
研修会でのアンケート結果による研修内容の見直し
納入業者へ納入医療機器の情報提供の依頼

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況

① 医療安全管理責任者の配置状況 有

・責任者の資格（医師・歯科医師）
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況

医療安全管理責任者は副病院長（危機管理担当）が担っており，同時に医療安全管理部門の責任
者及び医療安全管理委員長となり，医療の安全に関することを統括管理している。また，医薬品安
全管理責任者及び医療機器安全管理責任者は，医療安全管理委員会の構成員となり医療安全に関す
る報告を行っている。

② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 有（３名）

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況

１）月 1 回の医薬品情報室（医薬品情報室主任、病棟主任、医薬品安全管理者）と医療安全管理室

による連絡会議では、院内で発生した医薬品に係るインシデントや院内外より入手した医薬品

の安全性情報・適正使用情報について情報交換をし、院内での対応策等について協議し、適切

な措置を講じている。検討した内容は、医療安全管理委員会で審議したのち、部署医療安全管

理者会議で報告、周知している。

２）薬事委員会において、副作用症例報告、医薬品医療機器等安全性情報の周知を行っている。

３）医療安全管理委員会において、副作用症例報告を行っている。

４）特に重要な事項については、「医薬品の安全使用のための研修会」において、理解度確認テス

ト（解説付き）を行うことにより、受講者の理解を深めるようにしている。

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況

１）審査済みの未承認薬等使用時は、処方・注射オーダリングからの入力とし、患者限定・医薬品

採用願書または薬剤保管依頼書、倫理委員会審査結果通知書を医薬品情報室に提出する。処方監査時

に使用状況の把握を行う。また、医療安全管理室の専従薬剤師が、患者の使用状況について定期的に

確認している。

２）登録状況、使用状況については、薬剤部主任会議（月 1回開催）で報告を受けており、医薬品

安全管理責任者に確実に伝達される。

・担当者の指名の有無（有）

・担当者の所属・職種：

（所属：薬剤部医薬品情報室・薬剤主任）

（所属：薬剤部調剤室・薬剤主任 ）

（所属：医療安全管理室・薬剤主任 ）

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無 （ 有 ）

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

：診療録管理委員会での遵守状況の確認，指導及び医療安全管理委員会との情報共有



⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有

・主に手術記録，退院時要約，インフォームド・コンセントに関する記録，カウンターサイン実施

状況等を日常的に確認し，記載に不備が認められた場合に担当医へ指導を実施。記載が不十分な

事例については，診療録管理委員会を通じて，各部署に周知を依頼。

・卒後臨床研修医入職時のオリエンテーションにおいて，診療報酬に係るカルテ記載及び退院時要

約の作成に関する講義を担当。

・多職種による診療記録の質的監査を年２回実施。監査結果を診療録管理委員会、診療科長会へ報

告するとともに主治医へのフィードバックを実施。

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有

・所属職員：専従（５）名，専任（０）名，兼任（８）名

うち医師：専従（１）名，専任（０）名，兼任（６）名

うち薬剤師：専従（１）名，専任（０）名，兼任（０）名

うち看護師：専従（２）名，専任（０）名，兼任（１）名

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること

・活動の主な内容：

・インシデントレポート及び関係者からの事実確認に基づく医療事故等の判定

・医療事故発生時における記録等の確認及び指導並びに患者家族への対応状況の確認及び指導

・医療安全相談室からの医療事故の相談内容に関する事項

・医療の安全管理を推進するための啓発活動に関すること

・医療安全管理委員会で用いられる資料及び議事録の作成及び改善策の提案に関すること

・肺血栓塞栓症予防策の実施状況及び全死亡例のモニタリングに関すること

・インフォームド・コンセントの適切な実施に関すること

・その他医療の安全管理に係る連絡調整及び医療安全対策の推進に関すること

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に

係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。

※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に

ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（33 件）、及び許可件数（32 件）

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有 ）

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有 ）

・活動の主な内容：

高難度新規医療技術を用いた医療の提供に関する審査申請があった場合は，担当部門においてその

提供の適否を審査する。当該医療技術実施後は，実施状況を確認する。

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有 ）

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有 ）



⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（１件）、及び許可件数（１件）

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有 ）

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有 ）

・活動の主な内容：

未承認新規医薬品等を用いた医療の提供に関する審査申請があった場合は，担当部門においてその

提供の適否を審査する。当該医薬品使用時は、薬剤部内で情報共有し、担当薬剤師は副作用の発現等

をモニターする。使用後は，使用状況を確認する。

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有 ）

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有 ）

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 277 件

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 83件

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容：

・医療安全管理部門に報告された事象の確認

・適切に報告されているかの確認及び報告が不十分な場合の指導

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況

・他の特定機能病院等への立入り（ 無 ）

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 無 ）

・技術的助言の実施状況：

特定機能病院間の相互ピアレビューを山梨大学と行った。

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況

・体制の確保状況

・（設置状況等）

窓口の名称 医療安全相談室 （「医療安全相談室」を窓口に明記）

相談日及び相談時間帯 平日８：３０～１７：１５（相談依頼者の意向を考慮）

責任者の氏名及び職種 川真田樹人：病院長

対応職員の氏名、部署及び職種 古澤真紀：医療支援課長 寺沢 隆：医療支援課副課長

大木 晃：医療支援課主査 長橋英里：医療支援課係員



規約の整備状況 有 平成２６年１２月 ４日 改正

・（活動状況等）

・患者等への明示方法

各診療科外来、各病棟及び部門等の掲示板で明示

「外来診療案内」及び入院案内「入院のしおり」にて紹介

・相談により患者等が不利益を受けないよう適切な配慮の具体的方策

医療安全相談室（個室）で相談

対応者は客観的・中立的な立場を遵守

相談後の対応は患者等の意向を尊重

・電話、投書箱、インターネット相談の実施など相談窓口以外の相談の受付方法

※電話相談の有無、患者からの意見等の投書箱の設置の有無及び設置場所並びにカ所数、

インターネットでの相談の有無を記入のこと。

電話相談 有

投書箱 設置場所：外来棟（５ヶ所）、東西病棟１階から８階、精神科病棟内、

南病棟１階・４階から６階（それぞれ１ヶ所） 計 18カ所

インターネット相談 無

・解決策及び院内での対応方法

相談事例は病院長へ報告

必要に応じて医療安全管理室会議に報告・審議

⑫ 職員研修の実施状況

・研修の実施状況

監査委員会からの意見の表明に関する事項については，研修該当事項がない為，実施なし。

医療法施行規則改正に係る事項については，医療安全管理室主催の研修として実施。

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること）

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況

・研修の実施状況

院内での研修実施予定は無し。

川真田樹人（病院長）は，２０２０年度特定機能病院管理者研修（２回目以降の受講となる方対象）

を２０２０月１０月１５日に受講済である。

塩沢丹里（医療安全管理責任者）は，２０２０年度特定機能病院管理者養成研修（初回の受講とな

る方対象）を２０２０月１２月２４日に受講済である。

今村浩（医療機器安全管理責任者）は，２０２０年度特定機能病院管理者養成研修（初回の受講と

なる方対象）を２０２１月１月２８日に受講済である。

神田博仁（医薬品安全管理責任者）は，２０２０年度特定機能病院管理者研修（２回目以降の受講



となる方対象）を２０２１月１月２０日に受講済である。

（注）前年度の実績を記載すること

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況

・第三者による評価の受審状況

令和元年６月 12日～14 日、公益財団法人日本医療機能評価機構 病院機能評価 一般病院３

<3rdG:Ver.2.0> 受審。

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況

改善のために講ずべき措置はなかった。

・評価を踏まえ講じた措置

改善のために講ずべき措置はなかった。

（注）記載時点の状況を記載すること



規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準

管理者に必要な資質及び能力に関する基準

・ 基準の主な内容

人格が高潔で，学識に優れ，かつ，本院における医療の質と安全性を確保

し，高度医療の提供及び教育研究活動を適切かつ効果的に運営することがで

きる能力を有する者で，以下の要件を満たす者。

(1) 医師免許を有している者

(2) 医療安全確保のために必要な資質・能力を有している者

(3) 病院の管理運営に必要な資質・能力を有している者

(4) 教育・研究・診療に必要な資質・能力を有している者

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有 ）

・ 公表の方法

本学公式サイトに掲載

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況

前年度における管理者の選考の実施の有無 無

・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ）

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ）

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由

氏名 所属 委員長

（○を付す）

選定理由 特別の関

係

有・無

有・無

有・無

有・無



規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況

合議体の設置の有無 有

・合議体の主要な審議内容

信州大学医学部附属病院の運営に関する重要事項を審議する。

・審議の概要の従業者への周知状況

各診療科長宛に紙媒体にて通知するとともに，電子掲示板にて周知している。

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有 ）

・公表の方法

WEBによる公表

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 無 ）

合議体の委員名簿

氏名
委員長

（○を付す）
職種 役職

川眞田 樹人 ○ 医師 病院長

花岡 正幸 医師 副病院長（経営、広報、地域医療担当）

塩沢 丹里 医師 副病院長（危機管理担当）

栗田 浩 医師 副病院長（施設担当）

関島 良樹 医師 副病院長（管理・運営担当

伊藤 寿満子 看護師 副病院長（看護部長）

三澤 剛 事務職員 副病院長（事務担当）

桑原 宏一郎 医師

梅村 武司 医師

中澤 英之 医師

上條 祐司 医師

下島 恭弘 医師

駒津 光久 医師

鷲塚 伸介 医師 病院長補佐（倫理担当）

中沢 洋三 医師 病院長補佐（教育・研究担当）



奥山 隆平 医師 病院長補佐（国際化担当）

藤永 康成 医師 病院長補佐（教育・研究担当）

副島 雄二 医師 病院長補佐（診療担当）

瀬戸達一郎 医師

清水 公裕 医師

伊藤 研一 医師

髙橋 淳 医師

堀内 哲吉 医師

石塚 修 医師 病院長補佐（評価担当）

村田 敏規 医師

工 穣 医師

杠 俊介 医師

今村 浩 医師 病院長補佐（災害対策担当）

関口 健二 医師

堀内 博志 医師

上原 剛 医師

牛木 淳人 医師

古庄 知己 医師

本田 秀夫 医師

大野 康成 医師

小泉 知展 医師

内藤 隆文 医師

増田 雄一 医師



規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況

管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限

・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有 ）
・ 公表の方法

WEBによる公表

・ 規程の主な内容
・病院長は，病院の管理運営に関する業務を統括する。
・副病院長は4人以内とし，そのうち1人は看護部長をもって充て，1人は事務部担当とし，そ
れ以外の副病院長は，病院長が指名する。

・病院長補佐は3人以内とし，信州大学医学部附属病院規程の第16条に規定する病院診療科長
会の構成員のうちから，病院長が指名する。

・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割
・副病院長は，病院長の業務を補佐するとともに，病院長に事故があるときは，病院長があら

かじめ指名した副病院長が，その職務を代行する。
・病院長補佐は，病院長の求めに応じ，病院の管理運営に関する専門的事項について企画立案

するとともに，当面する諸課題その他病院長が必要と認める事項について助言等を行う。

・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況

川真田樹人（病院長）は，２０２０年度特定機能病院管理者研修（２回目以降の受講となる方対象）

を２０２０月１０月１５日に受講済である。

塩沢丹里（医療安全管理責任者）は，２０２０年度特定機能病院管理者養成研修（初回の受講とな

る方対象）を２０２０月１２月２４日に受講済である。

今村浩（医療機器安全管理責任者）は，２０２０年度特定機能病院管理者養成研修（初回の受講と

なる方対象）を２０２１月１月２８日に受講済である。

神田博仁（医薬品安全管理責任者）は，２０２０年度特定機能病院管理者研修（２回目以降の受講

となる方対象）を２０２１月１月２０日に受講済である。



規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況

監査委員会の設置状況 有

・監査委員会の開催状況：年 1回 (R2.10.29（金）)（なお、二回目の開催については新型コロナウ

イルス感染症の影響により休止とした）

・活動の主な内容：

(1) 医学部附属病院における医療安全管理責任者，医療安全管理室，医療安全管理委員会，医薬品安

全管理責任者，医療機器安全管理責任者等の業務の状況について，病院長等から報告を求め，又は必

要に応じて資料の提出，関係者の委員会への出席等を求め確認を行うこと。

(2) 必要に応じ，学長又は病院長に対し，医療に係る安全管理についての是正措置を講ずるよう意見

を表明すること。

(3) 第 1号及び第 2 号に掲げる業務について，その結果をホームページで公表すること。

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有 ）

・委員名簿の公表の有無（ 有 ）

・委員の選定理由の公表の有無（ 有 ）

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 無 ）

・公表の方法：

信州大学医学部附属病院のウェブページ上で公開している。

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注）

氏名 所属

委員長

（○を付

す）

選定理由 利害関係
委員の要件

該当状況

田内 克典 社会医療法人財団

慈泉会相澤病院

病院長

○

医療に係る安全

管理に関する

識見を有する者

無 1

高木 洋行
松本市立病院 名

誉院長

医療に係る安全

管理に関する

識見を有する者

無 1

宗村 和広 信州大学

経法学部 教授

法律に関する

識見を有する者
無 1

土屋 恭子 公益社団法人

長野県看護協会

常務理事

医療を受ける者 無 2

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。

1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）

3. その他



規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況

・体制の整備状況及び活動内容
内部監査室において，当該年度の病院を含む各組織の業務に関し，監事による監査と連携し，監
査を実施している。

・ 専門部署の設置の有無（ 有 ）

・ 内部規程の整備の有無（ 有 ）

・ 内部規程の公表の有無（ 有 ）

・ 公表の方法
WEBによる公表



規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況

・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況

国立大学法人信州大学病院業務監督委員会を設置し，次に掲げる事項について，点検・監督を
行う。
(1) 経営状況に関すること。
(2) 予算及び決算に関すること。
(3) 中期目標・中期計画及び年度計画に関すること。
(4) 人事計画に関すること。
(5) 学長が必要と認めた事項に関すること。
(6) その他病院の管理運営に関する重要事項に関すること。

・ 会議体の実施状況（ 年 7 回 ）

・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有 ）（ 年 7 回 ）

・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有 ）

・ 公表の方法
WEBによる公表

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：国立大学法人信州大学病院業務監督委員会

会議体の委員名簿

氏名 所属 委員長

（○を付す）

利害関係

濱田 州博 学長 ○ 無

川真田 樹人 医学部附属病院長 有

花岡 正幸 副病院長（経営担当） 有

伊藤 寿満子 副病院長（看護部長） 有

三澤 剛 副病院長（事務担当） 有

武田 三男 理事（経営企画，総務，情報担当） 無

小宮山 啓太郎 理事（財務，環境施設担当） 無

樋口 聰 副学長（特命戦略担当） 無

中山 淳 医学部長 有

本田 孝行 医学部 教授 有

金井 康雄 経営企画部長 無

古橋 良幸 総務部長 無

南 博徳 財務部長 無

大江 信浩 環境施設部長 無

清澤 研道 相澤病院 無

西垣 明子 長野県健康福祉部 無

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。



規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況

窓口の状況

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有 ）

・通報件数（年０件）

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有 ）

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有 ）

・周知の方法：医療安全管理マニュアル，病院オールメール（年２回），業務端末に掲載


